
沖
縄
に
駐
留
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
海
兵
隊
は
、
普
天
間
基
地
に
配

備
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
２
４
機

の
定
期
整
備
拠
点
と
し
て
木
更
津

基
地
を
選
定
。
防
衛
省
が
木
更
津

基
地
の
改
修
を
前
提
に
誘
致
し
て

い
た
も
の
で
、
整
備
自
体
は
富
士

重
工
が
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
行
け
ば
整

備
は
来
年
１
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。こ

れ
に
加
え
て
、
陸
上
自
衛
隊

が
購
入
す
る
オ
ス
プ
レ
イ
１
７
機

の
定
期
整
備
も
木
更
津
で
行
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
配
備
先
は
佐
賀

空
港
の
予
定
と
さ
れ
て
い
る
）。

木
更
津
基
地
で
は
受
け
入
れ
態

勢
を
つ
く
る
た
め
に
、
今
年
度
、

消
火
設
備
や
塗
装
ブ
ー
ス
の
設
置

な
ど
格
納
庫
の
改
修
工
事
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
視
察
で
は
、
木
更
津

基
地
の
概
要
や
オ
ス
プ
レ
イ
受
け

入
れ
工
事
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

工
事
現
場
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

現
在
、
オ
ス
プ
レ
イ
は
東
京
都

の
横
田
基
地
（
ア
メ
リ
カ
空
軍
の

基
地
）
や
神
奈
川
県
の
厚
木
基
地

（
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
基
地
）
に
も

配
備
さ
れ
る
予
定
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
行
け
ば
首
都
圏
に
オ
ス

プ
レ
イ
が
飛
び
交
う
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
プ
ロ
ペ
ラ
が
上

を
向
い
た
り
前
を
向
い
た
り
す
る

最
新
鋭
の
軍
用
輸
送
機
で
、
操
縦

が
難
し
い
た
め
に
世
界
各
地
で
墜

落
事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

視
察
後
の
懇
談
で
は
、
参
加
者

か
ら
「
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

来
は
認
め
ら
れ
な
い
。
食
い
止
め

る
た
め
に
や
れ
る
こ
と
は
何
で
も

や
っ
て
き
た
い
」
と
の
決
意
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
視
察
に
は
、
日
本
共
産
党

の
畑
野
君
枝
、
斉
藤
和
子
両
衆
議

院
議
員
を
始
め
、
丸
山
慎
一
県
議

や
地
元
市
議
、
市
民
の
会
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

日本共産党船橋市議団とともに

岩井 友子市議 金沢 和子市議

坂井 洋介市議 佐藤 重雄市議

関根 和子市議 中沢 学 市議

松﨑 佐智市議 渡辺 優子市議

市議団控室(０４７-４３６-３０３０
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８
・
22
▼
社
会
保
障
推
進

協
議
会
対
市
要
請
に
同
席

８
・
23
▼
自
治
体
問
題
研

究
所
の
研
究
会
／
生
活
と

健
康
を
守
る
会
の
会
議

８
・
24
▼
畑
野
君
枝
・
斉

藤
和
子
両
衆
院
議
員
と
木

更
津
基
地
の
視
察

８
・
25
▼
県
議
団
会
議
／

船
橋
市
平
和
委
員
会
会
議

８
・
26
▼
入
沢
俊
行
習
志

野
市
議
と
菊
田
川
の
調
査

津
田
沼
革
新
懇
宣
伝

８
・
27
▼
科
学
的
社
会
主

義
の
古
典
学
習
会
／
渡
辺

優
子
市
議
と
地
域
訪
問
／

関
根
和
子
・
金
沢
和
子
両

市
議
と
卸
売
市
場
盆
踊
り

８
・
28
▼
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
参
加

８
・
29
▼
千
葉
土
建
訪
問

８
・
30
▼
自
治
体
問
題
研

究
所
常
任
理
事
会

８
・
31
▼
県
葛
南
土
木
事

務
所
聞
き
取
り

平
和
委
員
会
対
市
要
請

９
・
１
▼
県
議
団
会
議

９
・
２
▼
社
会
保
障
推
進

協
議
会
の
対
県
要
請
同
席

９
・
３
▼
地
域
を
訪
問

９
・
４
▼
原
水
爆
禁
止
船

橋
市
協
議
会
の
署
名
行
動

来
年
１
月
か
ら
米
軍
普
天
間
基
地
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
木
更
津

基
地
で
定
期
整
備
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
８
月
２
４
日
、
受
け
入
れ
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
木
更

津
基
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

来
年
１
月
か
ら
木
更

津
で
定
期
整
備
開
始

公的年金を運用する年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）は８月２６

日、２０１６年４～６月期の運用実績が５兆２３４２億円の赤字と発表しました。

ＧＰＩＦは７月末、２０１５年度実績が株安や円高の影響で５兆３０９８億円もの

赤字になったと発表したばかり。赤字は２四半期連続。赤字幅としては２０１５年

７～９月期（７兆８８９９億円赤字）やリーマン・ショックの２００８年１０～１

２月期（５兆６６０１億円）に次ぐ３番目の大きさ。４～６月期は、イギリスが６

月下旬の国民投票で欧州連合（ＥＵ）離脱を決めたことなどから国内の株価が急

落。外国株や債券も円高で目減りしました。

巨額の損失を生み出した最大の要因は、年金積立金を｢成長戦略｣に注ぎ込む安倍

政権の意向を受けて、２０１４年１０月に基本ポートフォリオ(資産構成)を見直

し、それまで２４％だった株式の比率を５０％に倍増させたことにあります。

今回の赤字によって、株式運用拡大後の累計でも初めて赤字（１兆９６２億円）

に転落しました。国民の財産を利用して株価のつり上げをねらい、株式運用を倍増

させた安倍政権の責任があらためて問われます。

安倍首相は、「長い目で見れば利益

は出ている」と釈明していますが、６

月末の運用資産額は１２９兆７０１２

億円に縮小。２０１４年６月末以来の

１３０兆円割れとなりました。株式比

率を上げたため株価の影響をもろに受

け安定した収益を得られなくなってい

ることを浮き彫りにしています。

工
事
が
進
む
木
更
津
基
地
を
調
査
す
る
畑

野
（
前
列
右
か
ら
４
人
目
）・
斉
藤
（
同
３

人
目
）
両
衆
院
議
員
と
丸
山
（
同
５
人

目
）
県
議
。

＝
８
月
２
４
日
・
木
更
津
市

オ
ス
プ
レ
イ
の
定
期
整
備
を
行
う
格
納
庫

の
受
け
入
れ
工
事
。

＝
８
月
２
４
日
・
木
更
津
市

木
更
津
基
地
で
は
大

規
模
格
納
庫
を
提
供

東
京
の
横
田
基
地
や

神
奈
川
の
厚
木
に
も


